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図１　ロボット外観 図２　操作画面
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　図１に製作したロボットの概観を示します。寸法は全長370mm、幅420mm、高さ275mm、
重量7.2Kg、走行速度は50cm/sです。
　本課題では、ロボット本体にマイコンボード（H8マイコンボード）、無線LANアクセス
ポイント、ネットワークカメラを搭載しました。各駆動部を独立して回転できるようにし
たため、７cm程度の段差であれば乗り越えることが可能です。パソコン側の操作プログラ
ムは、Visual Basic.netで作成し、パソコンでカメラの画像を見ながら無線LANによる遠
隔操作をすることができました。

　近年、職場・家庭・街中どこにいてもインターネットに接続でき、さまざまな情報のや
り取りができることが常になっています。また、家電製品などさまざまな機器がLANに接
続でき、遠隔操作が可能となっています。また、この技術を用いたロボットの研究も進め
られています。
　私たちもこれに興味を持ち、その仕組みを知りたいと思い無線LANを利用し遠隔から制
御可能な走行ロボットの製作を行うこととしました。
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　本課題において、学生の創意工夫やこれを実現するための設計・製作能力とコミニュ
ケーション力、調整能力を養成することを目的としています。
　今回のロボットの機能として、無線LANで遠隔操作できることに加え、段差など悪路で
も走行できることを課題として学生に提示しました。
　加工においては、設計に基づき立体化することを繰り返し行うことで紙面上では見えに
くい問題点を洗い出し改善案を案出させるようにしました。また制御部においても同様に
問題点の洗い出しと改善を繰り返し行わせることで理解を深めさせることができました。
　一連の課題の取り組みを通して、学生の議論や製作する場での言動から、学生が作るこ
とについての楽しさを感じていることがうかがえました。学生お互いが頻繁に意見を出し
合い、思考しながら製作している姿が見られました。このことから、技術の向上のほか
に、コミニュケーション力や調整能力の向上につながったと考えます。


